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県立高等学校地区生徒寮光熱費高騰対策支援事業

財 務 福 利 課

１ 事業の目的・背景

原油価格・物価高騰への対応として、県立高等学校地区生徒寮に対し、光熱費増額

分について補助を行うことで、保護者の負担増を防ぐ。

２ 事業の概要

(1) 予 算 額 ２，７９９千円

(2) 財 源 国庫（地方創生臨時交付金）

(3) 事業期間 令和４年度

(4) 事業内容

県立高等学校地区生徒寮の生活環境をこれまでどおり維持するために必要な光熱費

増額分の補助を行う。

３ 事業効果

光熱費増額分を地区生徒寮に補助することによって、保護者の元を離れ、寮で生活

する高校生に対し、適切な生活環境を継続して提供することができる。
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R４光熱費見込（10月～3月）

R３光熱費実績（10月～3月）

原油価格・物価高騰により寮の運営に必要な光熱費が
上昇している。
このため、入寮生の保護者から徴収する寮費では、地

区生徒寮の適切な生活環境を継続して提供することが難
しい状況となっている。

１現状

○光熱費の増額による保護者の負担軽減
○寮における適切な生活環境の継続的な提供

県立高等学校地区生徒寮光熱費高騰対策支援事業

光熱費

昨年度の実績を超えて保護者が負担することに
なる光熱費を補助

３ 事業効果

２ 事業内容

整った環境で
寮生活が送れる増額分光熱費
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文教施設災害復旧に係る補正

財 務 福 利 課

１ 事業の目的・背景

県立学校及びその他の教育委員会所管施設の土地・建物等の災害復旧を実施し、児

童生徒の安全確保と財産の管理保全を図る。

２ 事業の概要

(1) 予 算 額 ２３４，０００千円（補正後予算 ３２６，７００千円）

(2) 財 源 国 庫 ９，０００千円

県 債 １７５，０００千円

一般財源 ５０，０００千円

(3) 事業期間 令和４年度

(4) 事業内容

県立学校等における災害復旧費の増額。

（台風１４号により災害が発生した学校等における施設修繕等にかかる経費）

３ 事業効果

早期に災害復旧に係る経費を確保することで、児童生徒の安全を確保するとともに、

停滞した施設の機能を復旧し、安全・安心な教育環境を継続することができる。
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・ 県立学校  48校 382件 311,700 千円

・ その他教育機関    2施設 　 7件 15,000 千円

（県漕艇庫・県体育館）

１　県立五ヶ瀬中等教育学校

［被害の状況］

屋内運動場の南面屋根仕上材
（全面1,327㎡の内、南面約
618㎡）が飛散

［被害想定額］約200,000千円

［復旧内容］

　10/1に屋根鋼板が剥離した部
分（南半分）全体をブルーシー
トで覆う応急処置完了。

　北面屋根下地材や床板につい
ても浸水被害が見られ、張替え
等の補修が必要。

２　その他の県立学校

［被害の状況］

温室フィルムやシャッター等の
破損、防球ネットの破れ等
※写真は宮崎農業高校ハウス

［被害想定総額］約111,700千円

［復旧内容］

　ケガ等の恐れのある要因の除
去や、漏水など緊急施行すると
ともに、各学校ごとに被害状況
に合わせ見積もりを徴収するな
ど、対応を検討中。

３　県漕艇庫

［被害の状況］

　新富町内にある県漕艇庫の
シャッター10枚と側壁10箇所
程度が浸水により破損、屋根の
10箇所程度が部分損壊。
　ボート5艇、カヌー2艇が修理
不能の損壊等。

［被害想定額］約13,500千円
［復旧状況］

　災害ごとに見積もりを徴収
し、現在復旧に係る実施設計書
を作成中。

補正に係る施設について

（主な施設の状況）
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